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専務局から 

御存知の ょゥ に去る 2 月 1 5 日役員選挙が 行たわれましたが ，役員任期等につ 

いて説明申し 上げます。 鋒 ， ] 回の選挙は，本学会の 設立総会Ⅰ 965 年 5 月齢 

立教大学 ) での諒承に 塞 いて，同年の 8 月に行なわれ ， 9 月に最初の運営委員会が 

が 東京 て 持たれました。 会則によって 任期が 2 年になっており 廿 すので，本来な 

ら 昨年 8 月に任期切れにたっているわけです。 役員が任期 8 月或は 9 月にスター 

ト しますと，会則上会計年度は 4 月から始まることになってかり ， 2 年の役員 任 

期の最初の一年は ，前期の役員が 立案したととを 実行するだけになります。 した 
  

が つ てこの点を調節するのに 次の二つの考え 方が出ました。 第 ] に ，第 ] 回 目の 

役員選出は 8 月ではあ っても学会設立は 5 月末でしたからその 時点、 にさかの ぽっ 

て 任期を考えるた ら ，ついてに 2 ケ月さかの ぽ って昨年のる 月中に第 2 回目の選 

挙を実施する。 つまり 第 Ⅰ 回 目選出の役員に 限って任期を 短縮するとい ウ 考え方 

てす 。 第 2 の考え方は， 8 月選出だから 少し任期を延長して 昨年一杯ということ   

にす れは，新年には 新役員会が構成出来，次年度の 予算やぞの他の 計画が出来る 

というものでした。 

この両方の考え 方について一昨年金沢での 第 ， 2 回大会時の役員会で 検討されま 

した。 その時点ではいわゆる 大学紛争が各地では げ しくなり，はたして ， 第 Ⅰ の 
イ @ 

考え方に従って 選拳 力雙施 できるかどうか 疑問があ り甘した。 ( 例えば，会員の   
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の方が，選挙施行日に 間に合うよ う 郵便物を受けとれなかったという 実例があ り 

ました ) そこで，第 2 の考え方を採ることになり ，総会で幹事長および 庶務幹事 

から説明させて 戴 き諒承を得ました。 さらに昨年 5 月の神戸での 第 3 回大会時の 

総会でも再度諒承を 得た次第です。 本来をら昨年中に 選挙を済ますべきでしたが ， 

もっぱら 現 庶務幹事の手落ちで ，年を越してしまい ，各方面に 御 迷惑をかかけし 

てしまいました。 

役員任期の点について 設立総会時に 御岳力 哉 いた立教大学の 織出教授から 疑問 

か よび注意がよせられました。 サーキュラ一で 充分に説明すべき 事と存じ，とこ 

に ，おわびとともに 総会に出席されなかった 方々への説明とれたします。 

      1  ノ -@@@ Ⅹ @ ト @@@ ㌧㌔ ト ㌔ @ Ⅰ @@ へハ -   庶務幹事 ( ")     

  

  

Ⅱ 日本発生生物学会第 回 総会ならびに 大会の御案内   

  

第四回総会か ょび 大会を下記の 要領で行な う 準備をす ホ めています。 できるだけ沢山の 

方々のど参加をいたた 憶 ，大会が有意義なものになる よう 期待しています。 

大会準備委員長 川 上 泉 

8 1 2  福岡市大字箱 崎 

  

九州大学理学部生物学教室 

TEL  092  (64) 110 「 内線 4 「 64 

( 連絡先 山名清隆内線 4 「 90) 

  

A  総会ならびに 大会要領 

ⅠⅠ 期 日 昭和 4 6 年 -6 月 2 5 日 ( 水 ) . 26 日 ( 木 ) 

2)  会 場 九州大学理学部 
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り 日 程 ( 予 定 ) 

  前 年 午 后 夜 

第 1 日 (25 日 )  一般講 演 総会，月役講演 懇 親 会 

第 2 日 (2 6 日 )  一般講 演 特 別 講 演 

B  参加ならびに 講演の申し込み 

「 )  珍迦 愛望者は別紙添付の 参加申込 票 に必要事項を ，宛名 菓 の一枚に住所・ 氏名を 

ど 記入の上，大会参加費 1 。 0 0 0 円 ，懇親会に出席の 方は別に ], 50 0 円を添えて 

5 月 廿 0 日までにお申込み 下さい。 ( 到着期日厳守 ) 。 送金には定額小為替を 利用 

し， @7 富岡巾箱 崎 九 大理学部川上泉」を 指定受取人にして 下さい ( 指定受取人 

の 住所氏名は上記のとかりに ど 記入下さい。 ) これらのものをお 送りいただくとき 

には，別紙添付の 宛名菓 ( 準備委員会 死 のもの ) をお使い下さい。 当方の郵便物の 
  整理上必要ですから。 どうかど協力下さい。 

2)  大会には参加しないが ，講演要旨をど 希望の方はる 月 2 0 日までに宛名菓 ( 佳所 

なよび氏名をご 記入下さい ) とともに 5 0 0 円を定額小為替で 上記の方法にしたが 

ってお送り下さい。 

5 一 a)  話演 希望者は参加申込 票 ，大会参加費のほかに 講演申込 票 および宛名 菓 2 枚 

( 住所および氏名をど 記入下さい ) を 5 月 1 0 日までに到着するよ ゥか 送り下さい 

鮪帝 切目以後のものは 原則として受付けません ) 。 

講演希望の方には ，講演要旨をお 書きいただく 原稿用紙を 5 月末までにお 送りします。 

、 講演要旨をご 記入の上 ， 5 月 20 日まで ( 必着 ) にお送り下さい ( このときにも 添付さ 

れた準備委員会宛の 宛名菓 を炬 使い下さい ) 。 

原稿用紙は 1,6 00 字 詰 ( 予定 ) ですが，図や 表を記入できます。 お送りいただいた 

原稿をそのまま 写真印刷にいたします。   

3 一 b)  大会を有意義にするため ，限られた大会期間の 中で，できるだけ 十分を講演 

時間をとりたいと 考えております。 そのために， お 送りいたたいた 講演要旨を検討 

し ，大会準備委員会の 鞄 断 でど講演を来年以降に 延期していただくよ ゥか 願いする 

こともあ ります。 この点はど承知おき 下さい。 なお，同じ主旨から 講演はⅠ 入 1 題 

とします ( 共同研究の場合はこの 限りでは参りません ) 。 
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5 一 c)  講演時間は討論を 含   ん 1 0 スライド番号 ) 

めてⅠ 題 2 0 分の予定です。 天 

会場にはる 5 ミリ・スライ 

ド映写機を一台用意します。 素物 帝 

おのかののスライドには 右 
申 穀 

  記 02 クな 事項を記入して 

下さい。 たか，同一の スブ   

イド を 2 度以上使用した い 
氏名 

き と は， l 御 面倒でも必要な 講演番号 

搬鐸教 をご準備下さい 0 

  
  

C  集会の申し込みについて 

今年はシンボジウム 形式のものは 行ないません。 かわりに 4 題くらいの特別講演 ( 各 

45 分 位 ) を企画しております。   

個人的にシンポジウムなどの 企画をなさる 方で小さい部屋が 必要な場合には ， 早 目に 

準備委員会へお 申し出下さい。 

D  宿泊にづいて   

準備委員会としてはか 世話いたしかねますの て， お手数ながら 各百で予約して 下さい。     

ど 参考まてに下記の 旅館，ホテルをえらび ，宿泊料，交通費のかかまかな 金額をあ げて 

おきます。     
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宿泊について 
宿 舎 名 所 在 地 TEL 

宿 泊 料 備   考 

飛 梅 荘 今泉二丁目 4 番 朝 ，夕食つき 予約金 200 円月 泊 

るケ 月前より 申 
( 国家公務員共済組合 )   65 号                       

「， 3 0 0 門 辺受付 

予約金 500 円 /1 泊 
那 の 津 荘 草呑江 二丁目 1 1 番 朝 ・夕食つき たるべく早く 申 

75 一 2928 
( 地方公務員共済組合 ) 2 6 号 「， 50 0 円 込みを， 

今すぐでも 可 

軌 ，夕食っ き 個人申込みては 
福岡旅行センタ 一 馬 山 浜松原 95 0  るナ 8967   

2,5 0 0 円 
予約金 1.oon 弓 Ⅰ 

  1 泊 10 畳に 5 名宛 (   
S@   

T 5,00 片 5 店 [W@ 
西鉄 グランドホテル 大名二丁目 6 番 る 0 号 7 ト 71 月 

W6,000 円 
矛口 t,00 レ 8.00@ 円 

S  2.900-3,500 円 

博多東烏、 ホテル 天神Ⅰ 一 「 る一 ]  78 一ハⅡ T  切 00 ～ 6000W 
W5,000 ～ て 000 円 

  
S 2.300 一 3,000 円 

T 4 よ (00-6,000 円 
ホテ， 。 ステーションプラザ 博多駅双二丁目 ] 番 d5 目 21 ] 

W  5,0u0 円 

赤口 5.500 円 

三社町 2 5 番 
5  2,500 一 3500 円 

ボ テル ヱ ユー ハカメ A ニ五一 1 1 ⅠⅠ T  5.200 円 
博多ステーション 

W  5.000 円 
            

 
 

備考 
  

  

0 S 二 シングルペ ソ ドルーム T= トウインベッドルーム W= ダブルベッ 

。 タクシー料金は 大まかな金額ですので 御了承下さい。   
  

一る一 



          
  

交 溥 。 案 内 

博 多 駅 よ り 。 ・・ ，， 。       九 人 べ ・ は l   

西 鉄 電 車 タクシー 西 鉄 電 車 タクシー 

城南 線 経由⑧姪の浜⑳重見 橋 又は ⑳貝塚行きに 乗車し・ 

西 新町行きに乗車し 薬院大通り下 1 7D 円 九天中門下車， 4 0 D 円 

車 ，徒歩 5 分 所要時間 4 0 分 

同 上 大慶下車， 
る 0 0 円 同 上 所要時間 5 0 分 4 7 0 円 

5 C@ 木通もどり 

⑯貝塚行きに 乗車し箱 崎 浜 下車， ⑤⑯⑳貝塚行きに 乗車し ， 

電停 横 25 0 円 光大中門下車 1 3 0 円 

  所要時間 ] 0 分 

⑧ 貫線 経由西漸又は 室 見橋 行きに         ⑤貝塚行きに 乗車し， 九 大中門下   
乗車し，グランドホテル 前 下車 板付より 車， 

4 0 0 用 所要時間 3 5 分 
2 7 0 円 

同 上 1 3 n 円 

板付より 同 上 所要時間 2 5 分 2 5 0 円 
県庁前下車，すぐ 

5 7 0 円 

板付より車， ⑯貝塚行行に 乗車し，大大中門下 
徒歩 2 分 

る OD 内 所要時間 25 分 
9 7 0 円 

博多 駅 階上 
板付より 50 口 円 同上， 2  7U 円 

  

ト 。 ルーム 矛ロ = 木口 重 

一 アー 

  



  

  
  

  

    

  

  皿 和文話編集委員会からの 報告 

  発生生物学会編として 定期的に刊行する 発生生物学関係の 単行本として ，先に " 発生 

  における制御 "0 発行を行を った 。 引きつづき， 1 97U 年度の大会にて 紹介した通り ， 

" 初期発生にかける 細胞 ( 仮題 ) " を計画したが ，執筆者の御協力により 予定通り編集を 

終り，すでに 印刷の段階に 入っている。 なか，委員会としては 団 勝磨 ，金谷晴夫両氏に 

企画，編集につき 一方ならぬ 御 尽力をお願いした。 第 3 回の企画としては ，。 如今 

Agjng" 0 間題を取上げることとし ，企画については ，江上信雄 ( 東大・ 理 ・動物 ) , 

山田正篤 ( 東大・ 薬 ) 両氏に御協力を 依頼し ， 1 972 年春頃 の発刊を計画している。 第 

4 回目以降の企画について ，会員諸氏からの 御意見を特に 希望している。 

。 「発生生物学誌」 1 9 7 0 年度の発刊が・ ， 原 稀の集りがかくれたこともをって ，大 へ 

ん おそくを っ たが， 1 97 「 年 ] 月に発刊され ，会員諸氏超配布された。 

  発生生物学会の 発足当初から ，和文の学会誌の 発行については 種々の意見があ った。 

運営委員会にかいても ，会員個人から 寄せられた声の 中にもこの際，和文学会誌の 発行を 

止めてはどうか ，というものもあ り， 禾 文話編集委員会はその 方針の検討ものだねらわて 

  きた。 過去 2 年間の委員会の 方針は，すでに 総会，委員令てその 都度報告し，諒承された 

通りで曲るが ，改めて 繰 返すと次のようにな 否 。   

  i) 発生生物学に 関する関心は ，近時極めて 広い範囲から 寄せられているの て ，学会と 

しては㌔現在の 発生関係の問題についての 総説・的な 荊 特功 再 その要求に対応すると う な形 
  

で 発行して行く。 

れ和文話購読のみを 希望される会員もかなりを ， り ，会員に和文に よ る発表の場を 提供 

することは会の 活動として重要なことであ るの て ，誌上参加も 認める形で，学会大会の 報 

告を学会誌として 定期的に刊行する。 

以上のよ ゥ な方針で， 2 年間を過してきたが ，委員会ては 最近，改めてこの 問題を慎重 

に 討議した 0 その内容は，今後の 発生生物学会の 活動にかいて「 禾岐 学会誌」としてはど 

のよウ 方内容がふさわしいか ，「学会誌」の 形をとったものの 刊行が真に必要たのか ，と 

いう点についてで 参って，多方面から 詳細に論議した。 論議の内容を 要約すれば次の 通り 

になる。 
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・ @ ) 和文の学会誌が 欧文のそれと 併行されるとすると ，その内容としては ，原著論文よ 

@ ，綜合的レビューを 主としたものが 望 吐しい。 しかし。 発生生物学関係の 問題のレビュ 

一は 単に会員に止まらず 広くから期待されているので 払って，むしろ ，「学会誌」の 形式 

をとらないで ， 奔 れたものの刊行を 企画することに ，本学会としての 活動の責任があ るの 

てはないか。 

この目的として ，現在，本学会が 編集している 単行本の持続的な 刊行に力を注ぐべきで 廿 

そ @ 。   

Ⅱ ) 会員の自由な 発表の場として ，現在の学会 話 めような形式は ，あ る役割をもって い 

る 。 しかし，現在の 実状で会員の 多くが関心を 寄せられているのは「発生生物学誌」に 発 

表すること よ りは学会大会で 発表することの 方に オ ると判断せざるをえをい。 なぜなら， 

今まで誌上自由参加は 皆無であ り ( 大会欠席者の 誌上発表は淋。 たが ) , 大会発表希望者、 

の 増加があ るにも拘らず ，発表されたものの「発生生物学会誌」への 原稿の提出は 停滞し 

ていることが 多い。 従って，「学会誌」としてよりは ，かなり 擦とす った「大会報告の 予 

報録 」として，同じ 内容のものを 干 ll ぞ 手 することの方がはるかに 実質的な措置であ ると考え 

ざるをえない。 

  

Ⅲ ) 会員の連帯の 一つとして和文学会誌の 発行は意義が 渉る。 しかし，「学会誌」がそ 

のような目的を 果すにふさわしいたろうか ? むしろ，現在のケーキュラ ー を充実したもの 

にすることこそが 正しい措置であ ると考えざるをえない。 

以上のような 諸問題から，本委員会としては「和文学会誌」の 存続についての 論議を新 

運営委員会の 議題として取上げて 頂くことを希望している。 現 委員会は上述の ょ 9% 論点 

  

から廃刊の意見をもっている。 しかし，廃刊が 実行された場合の 重大な影響についても ， 

もちろん十分に 承知しているつもりであ る。 これは，現在の 会員区分，そして 必然的には 
  

会費にも影響する 問題で参る。 さらに，現在の「発生生物学誌」の「実験形態学 誌 」以来 
の 伝統と大きを 成果を考えるなら ，その廃刊は 当然，学問的にも 大きな決断で 参ろ ウ 。 わ 

れわれ委員会は ，かつて，発生に 関サム学問がどく 一部の関心しか 集めたかった 極めて特 

殊な分野で参り ，初期胚の如く 小さかった時代に ，，多くの困難を 排除してこの 雑誌の発行 

を敢て 実行された諸先輩の ，パイオニアーとしての 正しさを，この 機会に改めて 評価する 

もの て 参る。 しかし，この 胚は非常に大きく 成熟したの て 参る。 従って。 それに対応して   

科文の刊行物を「学会誌」の 枠にとどめてかくことは ，学会としてとるべき 道でないとす 

るのがわれわれの 判断て 才る 。 
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この件は，学会活動の 重要な問題てあ ると考えられるので ，運営委員会，総会で 慎重に 

論議されるべきで 壷 るが，会員諸氏からの 御意見が事務局，運営委員，あ るいは科文話 編 

集 委員まで寄せられることを 強く希望するの て ，本委員会の 論点を卒直に 被 歴 した次第で 

参 る。 

文 責 岡 田 節 人 
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